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年次 I大正14年4月ヨリ 昭和年…!日出 的月 I~…I~叩 昭9年 2月Bs和211'-3月マデ 同 3年5Jマデ -4年5J -5年5H1-8年1月-9年1月-10年1月
4 343 544 868 31 343 692 4 820 4 671 4 58 4 
17 357 561 910 58 357 751 31 1040 31 771 58 130 58 
湿 62 370 564 992 92 409 771 58 1153 58 801 87 343 87 
69 383 666 996 110 418 820 130 1291 87 1291 130 472 130 
92 409 6751153 120 451ノ1935 343 130 343 671 343 
泉 11∞430 692 130 472 996 418 343 418 1040 418 
13J 451/1 771 147 506 1040 472 418 472 1153 472 
番 173 506 781 173 530 1045 530 472 530 564 
233 511 820 189 542 1050 542 530 542 634 
243 526 823 233 564 1153 571 542 580 813 
5据 258 530 838 240 646 1280 671 564 671 1153 
279 534 854 263 671 1283 771 571 801 1260 
291 539 861 291 685 1291 801 580 1153 
44 39 17 17 13 7 12 
かくて8ナ年に瓦り延湧出口193日について湧出量の月平均を算出し第2表を得fこ。其の
グラフは第 l間中に描いてある。
( 98 ) 
別府温泉泊養iJjj(としての雨量
第 2:;.1之 i勇出量統計 !'t手分リ Yトyレ車位〕 各年観測口湧出量合計と業金平均
〉と|四TJI叶 六月卜nl川九月|十月|十一月卜月卜月ト月|三月!日数
大正 l四
(19251 473.60 496.761511.08 522.59 506.96 583.81 552.93 534.07 511.33 487.53 44 
大正十五年
(1926) 448.84 447.651458.22 452.40 441.84 471.35 445.54 425.76 428.81 412.82 377.つo399.39 44 
日百平日二二fr- 490.62 495.64 507.10 541.23 532.71 499.81 472.62 463.08 39 (1927 ) 1.47.961446.19 
昭和三年 432.341215.65 226.64 238.61 24L54 230.16 229.22 214.85 206.18 日百(1928年)'-1435.42 
平日間 9 187.521220.14 257.70 249.06 246.03 248.54 240.88 233.81 226.71 17 
畷蹴(19四r118ほ 7 2:J 7 .361 209.04 




昭(手1和I9 1124.32 169.53 166.09 166.07 165.64 155.28 149.64 135.67 60. i C: 58.つ1 13 
目白(1933年rI 55.89 56.341 56.17 54.88 54.37 53.00 5日.40 55.63 50.26 51.3じ 7 
平日九年 141.361133.43 132.69 127.78 142.24 111.17 148.31 142.77 141.52 12 (1934 143.38 
延日以 I_~ 193 193 193 193 193 193 193 193 193 193 193 -193 
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第4表 i毎IÁ'E/I l'~1 こ影響する l't放海面年愛化
I -JJI 二月|三月 | 問月|叶六月 I ~nl 八月|九月|十月|トト十←~一寸叶月
海前年主主化 cm (i) 官Ij 差 -12 -6 -18 -15 -6 13 11 19 11 13 2 -7 
ムσr偏差 0.38 0.33 C.OO C.37 C.08 0.04 -0.17 -0.61 -1.78 0.13 0.31 C.43 
M面へノ、ぞZヌ滞ヌヌ
cm 
-tur，而百 -1 -1 -2 。。 2 6 。 -2 
~，\11! "1'海2多面響 cm ，1V) -6 -5 -3 。-3 6 5 6 4 -2 -4 -7 
ニBιぷス
C町1
(v) (ii) + (iv) -7 -6 -5 -3 6 6 B 10 -2 -5 -9 
cm 




気歴pの海面への影響=←り X 13.2 cm 
5) T.:';・()11)1tSli : 
T. Xomitsl: 
The Causes of the Annllal ¥. ariatjol1 of the ;¥[ ean円山 Levelalong 1じ Japanese 
Coast. ;¥lem. ColI. Sci・KyotoImp. Univ. Ser. A， ¥，()J. X， .'¥0・3.Iq2;・
f)1 the So-Called “Grenzflilche" in the Cllrrent dlle to the D ilr，じl"t'nccof 
Density. Ditto. Vol. X， Xo・3，Iり27.
(102 ) 
別府温泉1首養源と Lての雨量


























遁用出来るものと偲定して，気塵潮汐の柄作用によ る現出量年慶化を計 ~1: して見ると第 3
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月 IrtIVI¥Ilml'唖!広|文 1 }l lxrrlII n I m 
全 i勇U1量 10.70 10.80 11.57 11.93 11.87 12.67 12.29 11.86 11.42 
~UV;の主主呆 -0.02 +0.18 +0.41 +0.34 +0.42 +0.30 -0.13 -0.26 -0.34 -0.41 -0.35 -0.18 
i毎面放果 -0.17 -0.12 +0.08 +0.05 +0.10 -0.08 +0.22 +0.10 +0.01 -0.07 -0.01 -0.16 



















































呼m担言詐矧ア門l凶凶2勾釧0ω17.712怜凶釧印15.2187f!.31 8吋 8叫 8吋 8叫 脱 41i B飴削7引1882.11 8別札制叫，4イ1877.51 
呼弔?:嬰;盟:ず門i8削い吋蹴01卿 41肌 9可i9卿O∞0ω0189叫 8蜘9ω削9.8可898.21 肌 1 肌 31891.21 
41?21lf!と仁一一I ! 
昭和六年
畷?lr|6914lmB|68M68Ml側 1 685・81肌 01684.91 
照会ア1356・21352.41 飢 51ωI355.71 3叫 8別 1351.21 
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iay' !一一ー=0.213 Caloril'. Cfi. fin. or 
を得て居る。此の値は少数口の平均であるから多数日につきて用ふることは柏、安蛍を棋く
恐れもあるが暫くニの値を採用する。命ほjiti阻統計ー を行った延 193口につきで 2rとJと
の2ji.均は
21'=4.31 Cfi， 1=5705 Cfi. 
となる。是等の値を上の (ii)式に入れて湧出口導管内での冷却による泉混年慶化を計算す
ると第 10表の遁りになる。
第 10表 延 l~m 口 10ヶ年平均の泉i厄年主主化分析 ('C) 
一 |-U工I~I~I_~~_ _ I_~_J XI~_ I~L_I 1_[ 1土
乙等をグラフにしずニものが第4闘上端にある。湧出量による影響を去った泉混は案の定
殆んと八月を中心として封稀的となり気汎後化とよく平行する。然らば筑jl.';lがj(，'i泉iP.lt度l二


















活動湾出口数 | 総i勇出量 (一日二Yキ)
826 le.S2X 103立方米








2X136.97 大正十三年 16.32XW X30.5:)X .n~;~Å，v~;~~n 5.461X106立方米12.67十12.29















金受水域年線雨量 =1害時mX23.07X106 m2 = 38.0x 10"立方米
従て別府温泉年綿湧出量と受水匝域の年綿雨量との比は
一空塑翠坦量一=壬笠主旦L=0.16













































































































































































χ=!Og.(Ql-])一!Og.(Q2ー])=log.(οJ一])一log.(Q/ー ]) 15) 
で，湧出量の質測値 Q..Q2， Q/， Q/のみから直ちに慮女水量と同時に自然減衰指獣が算
出されるわけである。 、
今問題の別府地泉に於て十月と一月の湧出量を其のまミ。J 及び (J/と見て‘。)(5) 
爾式を使ふか，或は (2)(3)で(ノ，e-つ曲線の交舎黙を求め




1=6.1 L/.ll ， ス=日.1
之と得，之を採用する。
虚女水 6.1L/.lfは此の年の平均湧出量 12.08Lj.lfに封し質に 50.5%に蛍ゐ多量であ
る。叉双=0.11とすると雨の殻果が月戴と共に滅する有様は第 12表の遁りになり.i繭1少
年末には降雨嘗月の 27'1f-ほと?の齢放を見，第2年末になると 7.1'1，ム第3年末でも1.9% 





1) 大正14年度の研究 :ー 我京都帝大別府研・究所が湧出量地繍調ー査を始めたのは大正
14年4月からであるから其の四月の湧出量 11.51L/.lfを出立艶にとり， ，と守三月以前
( 118) 






第13表 五月以降全く無雨と U:場合の仮想湧出量と雨の放呆 }し/SI)
月 INlv\w\\~ ~N I以¥x }l E nr C I w I 
5.41 4.85 4.34 3.89 3.48 3.12 2.80 2.51 2.25 2.01 1.80 1.61 1.44 
想 庭女水浴
11.51 10.95 10.44 e.99 e.58 9.22 8.GO 8.61 8.35 8.11 7.90 7.71 7.541 ~t 初量 加へlQ







































































































































































を得る。この α セ第 14表下列のと"，-)<，に乗じて計算;雨殻量そ得，夫れに第13表第二列
(無雨としすこ場合の1i1l想湧出量〕守加へて各月の全湧出量が計算出来る課である。第15表は
卸ち其の結果である。










|海ゐとして，第 1'p第 2 年・……・無Pl'~干I::~設を鰹fこ後の雨による湧出量ぞ計算して見ょう。
此の場合にはヌの値さへ諌め分って居れば:'， J及ひ...(ま既知の必要なく自然に算出し得る
遁がある。そこで χの値Tこけを大:11:14年のそれと同じと{限定しヌ=0.11として先づ各月の
















此の定常航態の sλre-y.， (ま之に αぞ掛けると貰測湧出量の天水起源の部分になる筈であ
るから， 侃は雨者の量化部分?ごけの比を取っても得られる課である。依て吾等は雨者の振
幅比( え~~7r..:均値からの各月の偏差の絶針値線、計の比〕から α を出し
12.45ー 10.74 1.71 
i1= -，，~..，...，-----= 一一一一一=0.00390
1603.8-1164.7 439.1 

















































6.33 LjJlJは質に卒均金湧tH量 Q=11.49 LjJfの55.15'6に嘗るのである。而も推算法の
( 122) 
別府温泉i尚美 iJ;(としての雨量


























:12) 別府1 \市内温泉概観][;本誌第 1m第 4 披 281頁第 4 夫次ぴt(~4国
(13) 別府気象観iJ!lI:R;本誌第 H並立i2披104頁
(UI) 
別府 i~ 泉 1扇養源と L ての雨量
遁はあるまし、o ~すれば大正14if- (1925)度湧出量を出費動として，高ij々 項 1)の場合の取
扱に準じて雨量カ、ら湧出量が割出せるD 第19表は其の計算である。
!:{~ 19表 別府温泉B口平均の湧出量永年舞化の計算
ァづ 1阻~醐|附凶 162と|1930-'1931 とて|竺|竺|竺
961 I 228 I 54 I 12 I 3 I 1 一一一一
1522 I 361 I 85 I 20 I 5 I 2 一一 l 
1913 I 458 I 107 I 25 I 6 I 2 
1732 I 410 I 97 I 23 I 5 I 2 ー
'1 I I 1536 I 364 I 86 I 20 I 5 I 2 
λTe-
xt I I I I I I 2289 I 543 I 128 I 30 I 7 
1473 I 349 I 83 I 19 
1502 I 356 I 84 
1399 I 332 
i n~nn I nnon I nn~~ I n~o ， I nlU i nnM I 'O.，~ I :!ヱy，-zt I 1 961 1750 I 23281 ~~1_20761~1~1~附附 2818
一一一一一一一一一一一
αど_\~ -;<1 ! I 2.31 I 4.27 I 5.73 I 5.69 I 5.20 I 6.88 I 5.37 I E.04 I 4.70 I 6.95 
F，=Qー fI 5.89 I 1.57 I 0.42 I 0.11 I 0.03 I 0.01 I 0 I 0 I .0 I 0 I 0 
F， +J I 12.47 I 8.15 I 7.00 I 6.69 i 6.61 I 6.59 I 6，58 I 6.58 I 6.58 I 6.58 I 6.58 

















( 1~.J. ) 
別居fi，~l ~i~ i尚養iほと Lての雨量
のじ(二:ド雨量放果ミr異にするのは宙然である。年替差化の研究に使つ仁湧出口は大j[14'1"'.度
でも 10 ク .{I'.平均でも全ïlïに亘 'J 頗る多数であるから先つ同一温!iiで‘地下の径路も同 .~"".Þ と見
倣して差支なく α の;:"~~:異 えと 1: として雨の降 'J 方に蹄してよいがp 永年慶化の研究に使つ
プこ汐HP.口は僅かに 8日で而も 7Jjまでが海岸に近く山手のは只 1口しかないカ、ら令市に亘
る多数湧出口の平均とは全く a 〆ど具にしても差之なし・。否寧ろ此の山手よ り遠く海岸に
逗い湧出口に針する αが全市21-:V;の α より小さく出fこといふことは大に意義のあること
で，隔の奴果か山手に強く海岸に易弘、ことそ示すのであ~~。この事は別の研究 íZlj府i毘泉
の降雨影響度分おとも調和する。れ其数値戸川~4 に就ては固執しなし、t 蓋し地 1'-径


















{ 14) 湖町錦城・ })IJIf.fil:;i泉の降Î:r~~J響度分布;本誌本放152頁
( 1ヨ5〉

























るま~ 'c 諸に永年感興の少い測定作業に厭きす従事~ ~L 1こ諸計に今夏ながら存々は深甚な
る感謝の念伝去きすることが出来なし・。
( 1:!1・)
